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懸想と死神

一一LaurenceSterneのTheJOURNAL TO ELIZA 

における 6αmoergo sum＇と〈書くこと〉一一

坂 本

§ 1 

武

Laurence Sterneには，その絶えざる妄想と惑溺と不安の最晩年（1767

-68) tこなした二つの書き物がある。 TheJournal To Eliza (1967. 4. 

13～ 8. 4）と A Sentimental Jo叫rney( 1768年2月出版）である。そし

て前者の狂乱・妄想・感情惑溺ぷりと，後者の静的な感情交感・ロココ的

な優雅な趣味・芸術的な抑制とは，当時の Sterneの精神の振幅の両極を

示していると思われる。一方では狂恋の炎に身を焼くように見せながら，

また，発熱による妄想に病気の我が身を遊ばせているように見せながら，

他方では冷静な醒めた意識で彼自身の書く行為に向っている。そのように

してはじめて Sterneの生身は崩壊がらまぬかれていたように思われる。

もっとも彼自身の実際の死は， TheJour・nalTo Eliza （以下Jour・nal と

略記）の1767年 8月4日以後の中断から七ヶ月後， A Sentimental Jouγ－ 

ney （以下Journeyと略記）刊行から一ヶ月後の間近のことであって，以

下問題にする Journalは特に，恋の妄想、と発熱による狂気に追われながら，

同時に，近づく死神の到来の予感を避け得ないままに書かれているように

思われるのである。 Journalの執筆は1767年4月から 8月まで， Journey

は同年 6月から11月まで続いている。従って 6月から 8月の夏の二ヶ月聞

は両者を並行して書いていることになる。ごのようにほ J同時期に書かれ

たものが，一方では芸術的洗練を示し（Jo叫伺りの場合），他方では抑制の

ゆるんだ感情の氾濫ぶりを映している （Journalの場合）ことは， 作家
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Sterne にとってはあまり名誉なことではないかも知れない。 しかし

Sterne晩年の文学の在り様を知る上で， Journalが暗示している様々な問

題は， Jo叫rneyとは別の重要性を持っているであろう。この小論の目的は

以下にJournalの分析を試みながら Sterne最晩年のエロスとタナトスの

関わりを，書く行為とからみ合わせて考察しでゆくことである。なおこ〉

における筆者の立場は， Journalを‘aliterary writing，と見る立場に立

つものである。「日記」という形式は必ずしも真実のみをそこに読み取り

得る形式ではないが，それ故に Sterneの如く mystificationを本領とした

ように見える作家にとって好ましい形式であったかも知れないからJである。

又この Jo叫rnalを始めて編纂し刊行した W.L. Crossの記す所によると，

Journalの原稿は出版を意図されたかのように，多数のインクによるなす

り消しゃ行聞の書き入れがあり，さらに Sterne自身の次のような前書き

が付されてあって， Sterneにとって Journalは読者を意識する必要のな

いような単なる気慰みの書き物ではなかったことが分る；11この前書きは

Journal全体を fiction化しようとする Sterneの意図を伝えているであ

ろう。

This Journal wrote under the fictitious Names of Yorick and Draper-and some-

times of the Bramin and Bramine but tis a Diary of the miserable feelings of 

a person separated from a Lady for whose Society he.languish’d-

The real Names-are foreigne and the Account a Copy from a french 

Manuscript in M~S-s hands -but wrote as it is. to cast a Viel over th巴m

There is a Counterpart-which is the Lady’s Account [of] what transactions 

dayly happend and what Sentiments occupied her mind, during this Separation 

from her Admirer-these are worth reading-the translator cannot say so much 

in favour of Y oricks which seem to have little Merit beyond their honesty and 
(2) 

truth-

あるいは文学史的に見て，当時の所謂「書簡体小説」の流行のうちにこれ

を入れることも可能で、あろうし， SwiftのJou1・nalTo Stellα のことが

Sterneの念頭にあったことは，既に1767年 3月Draper夫人宛の手紙の終
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りの方にうかがうことが出来るのであって，13）これがJournalのモデルとな

ったと言えなくはないのである。

§2 

始めに Journal出版に至るまでのあらましを述べておきたい。 Sterne

がその最晩年の情熱を傾けて懸想した相手である Journal のヒロイン

官 liza＇即ち Mrs.Daniel Draperに始めて出会ったのは， f皮が『ヨリック

氏説教集』を出した翌年1767年 1月， London滞在中の事である。彼はこ

の時東インド商会理事会議長で海軍提督の WilliamJames ( ? 1721-83) 

の知遇を得て， Soho区にあるその大邸宅に毎週通い，インド関係の客逮

とも親しく交わるようになった。その客の中に Mrs.Daniel Draperがい

たので、ある。夫人は，グロスター州の名門の家系の血をひくインド植民地

長官の娘としてインドに生れ，幼年にして教育のためイギリスにやられ

（それが当時の習慣であったが，本国に於でもあまり上等な教育を受けなか

ったようである），再びインドに帰り， 1758年14才で東インド会社の有能

な社員 DanielDraperと結婚した。夫は20才も年上という， 所謂幼な妻

であった。 1761年までに息子と娘が生れ， 1765年に子供たちの教育と，妻

の出産・育児による熱暑の中での疲労をいたわるため一家は帰国した。夫

のDraperはすぐに単身インドへ戻ったが，夫人はインド関係の人々のサ

ロンとなっていた James家のサークルに入り，やがて1767年の1月Sterne

との出会いを果すのである。

その時Sterneは54才， Trist何冊 Shandyの作家として名声の項点にあ

った。（この年も彼は九巻自の Tristra冊 Shandyを出すが，これが最終

巻となった。）一方Draper夫人Elizabethは，二児の母親であるが未だ23

才， Sterneの娘 Lydiaにわずか三つ年上という若さであった。 Sterneの

妻Elizabethと娘Lydiaは三年前南仏 Montpellier・に残したままであり，

多感の人 Sterneとしては， Draper夫人の中に娘 Lydiaの面影を見，そ

れを愛しく思ったことであろう。夫人は極立った美人ではなかったが，小



4 

説なども読み，教養も或る程度は積んでおり，多くの崇拝者を集める魅力

一James家のサークルのあいだで彼女は‘belleIndian，と呼ばれたーを

備えていた。このような typeは，他ならぬかつての Sterne夫人が持って

いたものであって， Sterneが，容色はたとえ美しくなくとも，上品・活

発で教養があるような女性像に惹かれる性向を持っていたということは言

えるかも知れない ~41 Sterneはかくして Elizaの崇拝者となり，著書の「説

教集』や TristramShandyを贈って夫人の歓心を買ったよ51Elizaにしても

名声ある作家から崇拝され，虚栄心も燦られ冶ば悪い気はせず，インドに

事寄せて Sterne を知恵者‘Bramin’と呼び， Sterneの方は彼女を

‘Br amine’と呼び交して，次第に彼らの情熱の度を増していったのである。

一年後に死を迎えることになっていようとは知る由もない Sterneは，娘

のような Elizaにその老いらくの情熱を傾け，二月三月と移る聞にも毎車息

子紙をやりとりして欠かすことがなかった。この二人の恋愛は最初から周

囲の人々も認めるものであり， Sterneは招かれた食卓などで Elizaのこ

とを話題にするのを好んで、いたらしいことは，三月の或る日の， Lord 

Allen Bathurst (1684-1775) -Pope, Addison, Swift, Steele らも

親交のあった政治家ーとの会話の様子を伝える手紙を見ても分る ~61 このよ

うな（openness＞は或る意味で Sterne文学の一特質であって，そこには

倫浬道徳、を破壊しかねない道化的精神の可能性が含まれでもいると忠、われ

るのだが，要するに Elizaとの変愛事件を Platonic なものにしておく余

裕がSterne.にはあったのである21彼の愛情には父親的なものが含まれて

いたこともこの事と無関係ではないであろう。彼は娘Lydiaにさえ Eliza

との交際を打明けている ~81 従ってこの恋愛も， f皮がそれまで数多く行って

きた恋愛遊戯の一つに過ぎなかったと言えば言えるであろう。 Elizaへの

接近の仕方も，かつて ElizabethLumley (Sterne夫人）に対して行った

のと同じパターンのくり返しに過ぎない。しかしそれまでの flirtationsと

異なる点は，それがSterneの死を間近にひかえた最後の事件であったと

いう伝記的な事実の他に， .Elizaの事件と書く行為とが殆んど同時に進行
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しているということである。 Elizaは之の時期の Sterneにとってく書くこ

と〉の源泉となっていたように思われる。つまり Elizaとは，端的に

Sterne最晩年のエロスの対象というよりは，現実の人間以上に高められ

た何かであって，それ故 Sterneと彼女との関係に Platonicな性格をおび

させることになった何かである。それを Sterneのimaginationの起点と

言ってもいいであろうし，彼自身の realityを強く実感させる何か，ある

いは彼に病的な妄想を許して現実からの逃避retireを可能ロさせてくれる

何かであると言ってもいいであろう。以上のようなことがSterneの中で

明確にされるのはJournalを書くことを通じてであるが，その契機となっ

たのが二月の或る日インドの夫から Elizaへ送られてきた手紙であった。

それは彼女にすぐインドへ戻るように要請していた。その日 Eliza は

Sterneとのつながりの失われることを悲しんだあまり，床につき誰とも会

わなかtった。 Sterneにも衝撃だったが，とにかく励しの手紙を送り， や

がて面会を許され， I以後六週間っきっきりで Eliza を看病した。さらに

Sterneは財政的な援助さえ顧慮しながら， Elizaにイギリスにもヲと滞在

して休養してくれるようにと懇願したが，彼女は結局夫の要求に逆らうこ

とは出来なかったFそれが生身の Mrs.Daniel Draperの情熱の限界であ

ったと言える。再会を約束してついに Elizaはインドに帰ることになった。

ElizaがEarlof Chatham号でDealを出航したのは1767年4月3日の

ことである。その時 Sterneは病気のために見送りには行けなかったが，

Elizaが未だ滞英中，彼らはお互いに日記をつけ，再会の折にそれを交換

するように約束を交したのである。

これがTheJournal To Elizaが書かれるに至ったいきさつである。こ

のうち Elizaの方の日記と， Journalの4月13日までの分とが消失してい

るので，今日われわれが自にする JournalはSterneの側からだけの不完全

な日記であり， Eliza自身の言葉がどのようなものであったかを知ること

は出来ない。こうした事情のために， Journalは Sterne一人の一方的
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な惑乱ぶりを強く印象づけるように思われる。

Sterneは4月13日，日曜日制から 8月4日まで Jo叫rnalを書き続けた

が，南仏に残した妻と娘が秋頃帰国する予定となったので， Sterne とし

てはElizaへの fancyに浸ってばかりもいられなかった。 Elizaとの恋愛

事件を知った妻の感情の悪化が予想されたであろうし，彼女の帰国の意図

が南仏永住のための財産整理にあることもはっきりしていたからである。

そしてまたA Sentimental Journeyの執筆のことが彼にとってより大事

なものとなっても来ていたのである。こうしてJournalは.8月4日までで

中断されることになった。妻と娘は10月 2日に Sterneのいる Coxwould 

（通称、 ShandyHall ）に帰って来たP
Sterneと妻との仲は結婚の当初こそ良かったが，やがて熱も冷め，1759

年 SterneがTristramShandyの作家となる頃から特に悪化し，その年妻

には精神障害の徴候さえ表われ，別居の機会が多くなった。 Journalを読

むと，彼にとって妻は悪妻だったという推測が可能なように思われる。例

えlま7月11日の日言己には，‘theIngratitude and unquiet Spirit of a 

restless unr巴asonableWife whom neither gentleness or generosity 

can conquer一’といった激しい妻への罵倒の言葉が見られるのである。

いったい Sterneは現実というものに満足させられたことのない人であ

ったように思われる。その幼年時代も大学時代も結婚も本職の牧師の仕事

も，彼にとって現実的には成功したものではなかったようである。幼年期

の十年間，彼は連隊旗手として終った父親の部隊の移動するままに，アイ

ルランド，ウエールズ，ワイト島などの任地を転々として病弱のうちに過

ごさねばならなかった。大学時代は叔父からの送金と，縁故によってやっ

と貰った奨学金で苦しい学生生活を送り，卒業した年に最初の略血をした。

叔父とは後に教会内部の権力争いにまきこまれた時，敵対者同士となった。

また聖職者としても， Archbishop of York となった曾祖父 Richard

Sterneほどには昇進しなかった。そして彼の家庭は， 彼が作家として名

声を確立した時に崩壊をはじめていたと言える。 Sterneが Journalを書
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いている頃すでに妻は五年ほど異国にあった。そしていま彼女は Sterne

の浮気を耳にし，このさい財産を整理して自分と娘は暖い南仏に永住しよ

うと決心したのであろう。 Sterne は妻の意向に同意したが，財産整理と

は言え，事実は彼が「まきあげられ」（‘fleeced’），「はぎとられ」（‘flayed’）

たのであるP妻と娘との三人水入らずの最後の生活は，しかし表面上円満
に過ごされ，彼女達はやがて Yorkの方へ去り， Sterne は Shandy

HallでJourneyの執筆に専心した。この頃の事情を Journalの最後の11

月1日の目言己（後：言己）カfイ＇;Rえている。

Sterneは翌1768年3月の Londonでの客死に至るまで Jo即時alの草稿

を離さず持ち歩いていたらしい。死後それは多くの書類に混って発見され，

James家がそれを預った。書類の中には SterneがElizaの夫に宛てた手

紙と， James夫人宛ての Elizaの手紙も入っていた。 ζ れらが全部いつの

聞にかBathのGibbs某の書斎に紛れ込み，やがて反古にされた。ところ

で或る日 Gibbs氏の11才になる息子ThomasWashbourne Gibbsがロウ

ソク点火用の紙きれをきがしていると，偶然‘Yorick’と‘Eliza’という名

前の付しである草稿を発見した。彼は以前にこれらの名前を聞いた覚えが

あったので 1851年までこの草稿を取っておいたのである。もしこの少年

がYorickとElizaの名を知らなかったら，われわれはこの‘mostillumi-

nating document，仰を永久に失っていたことになる。彼は1851年 5月，

当時の文壇の大家 Thackerayがその著 TheEnglish Humouristsの中

にSterne論を入れる予定であると聞いて， Journalの草稿を彼に送った

のである。周知の知く ThackerayのSterne評は辛蝶極まりない‘ater-

rific assault' n-0てもあるが，主として性格論及ひ’道徳論的にSterneを批評

している ThackerayがこのJournalを読んで，その romantic とも言う

べき感情の奔流を気持ち良く思わなかったであろうことは想像に難くない。

ThackerayはJou1・nalの草稿を Gibbs氏に返し，やがて 1894年彼の死に

際して，草稿は大英博物館に保管された。そして前述した知く， W.L. 

Cr.ossが1904年に草稿をまとめて編集刊行したことにより，始めてこの老
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作家の晩年の激情がわれわれに明らかにされたのである。

叙述が長くなったが，以上がJournal刊行に至るまでの凡その経過である。

ごうした伝記的事象よよってJournalにまつわる内的・外的状況をふまえ

た上で， Journal自身の問題に入ってゆくことにしたい。

5ノ3

Journalはその 4月13日付の始まりから， SterneのEliza思慕の情によ

ってぬり込められている。彼らは言わば恋情の項点にある時に引き裂かれる

ことになったのであるから， Sterneの言葉が熱烈になるのも首肯できる。

SterneはElizaに呼ぴがける；ー

-eter・nalSim-shine! Eliza! -dark to me is all this world without出eeland most 

heavily will every hour pass over my head, till that is come which brings thee, 

dear Woman back to Albion. (Sunday April 13.) 

I am so ill to day, my dear, I C叩 onlytell you soーIwish I was put into a Ship 

for Bombay-I wish I may otherwise hold out出血ehour We might otherwise 

have met－…－Come' -Come ぬ mesoon my Eliza and save me! (April 29.) 
Remember my Truth and eternal fidelity-Remember how I Love-remember 

What I suffer. (May 29th and 30th.) 

-0 Eliza! Eliza! -Heaven nor田 yBeing it created, ever so possessd a Man’s 

heart-as thou possessest mineー(June21.) 

-adieu-adieu-and remember one eternal truth, My dear Bramine, which is 

not the worse, because I have told it thee a thousand times before-That I am 

thine-and thine only, and for ever. (August 4.) 

4月から 8月までの四ヶ月にわたるこうした持続カも，愛情の強さの故

であることには速いないが，見方を変えれば，対象の不在と，例文に見られ

るSterneの病気（consumption）がこの持続力を支える条件である。 Eliza
エロス ・

がインドに去ったことによって現実の愛は不可能になっているが，逆

にこうした現実の不可能性が， Sterneの想像力を強め且つ持続させる作

用を果したであろうと考えられる。〈書く人〉にとって現実カ苛ミ可能態とし
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て表われる時，それに耐え得るには想像力（＝言葉）をもってする他にな

いからである。 Elizaが現実にそこにいないことによって， Sterneの中

にエロスが喚起きれ，そうして SterneはJou伺 alを書くことに向ったで

あろう。

もう一つの条件である Sterneの病気については，前述した如き Sterne

の生来の病弱と宿病である胸の病いが，彼の体質のみならず気質までも決

定したであろうと考えられる。そして現実の不如意に加えて，日客血と発熱

という肉体の危機が彼に憂欝な気分を与え続け，そのことが彼を摂想と書

くことへと向かわせたであろう。つまり病気も又現実を不可能にするもので

あり，言葉の行為へのプロセスは上の条件と同じであると言える。

ところで Sterneには，発熱の中である一瞬，精神の錯乱あるいは ec-

stasyの状態に見舞われたことがあったようである。次は Journalには入

っていない Eliza宛ての手紙（ 3月30日付）である。この時 Elizaはイン

ドヘ旅立つ直前である。 Sterneは悲しみに耐えず，稽血し， 彼女から貰

ったハンカチをその血で染める。死に近い状態の中ても夢を見る。

I have been within the verge of the gates of death.…this poor, fine spun frame 
of Yorick’s gave way, and I broke a vessel in my breast, and could not stop the 

loss of blood till four this morning. I have filled all thy India handkerchiefs 

with it. It came, I think, from my heart! I fell asleep through weakness. ・・・ I 

dreamt I was sitting under the canopy of Indolence, and仕iatthou camest into 

the room, with a shaul in thy hand, and told me, my spirit had flown to thee in 

the Downs, with tidings of my fat巴， andthat you were come七oadminister what 

consolation filial affection could bestow, and to receive my p.arting breath and 

blessing. -With that you folded the shaul about my waist, and, kneeling, sup-
(15) 

plicated my attention. I awoke：，・・

SterneとElizaの，類型としての「父娘」関係は，ここに見られる‘filial

affection，という言葉にもうかがわれるが， このような言葉によって

Sterne のエロスは和らげられているために，その自己憐偶の，同情を誘

うような調子にも拘らず， Journalの印象は反授を感じさせるようなもので
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はない。むしろ， Journalの描写の総てが真実ありのままのものではない

としても，少くともここにこめられた激情・惑乱の調子だけは， Sterneの

内実を示して余りあると思われる。ところでしかし，エロスの本能がその

ように和らげられているのとは対称的に，タナトスの本能は， Sterneの

中γ恒常的な発熱と喰血という形ても表われていると言えるであろう。彼

は曙血の後の夢の中ても，愛する Elizaが他ならぬ自分の死を見取ってやっ

てくれるのを見ている。 SterneとElizaの「父娘」関係を取り払えば，こ

れは正に romanticな「愛死」の夢想である。そしてこの夢想は， heroが，

愛する heroineの死を見取るという図式の正反対を示していることによっ

て， Sterneの中の無力感disabilityを暗示していると思われるのである。

彼は病気のためにいつも消耗していた。病気というものが現実からの逃避

を必至にするものであるとすれば， Sterneには正にその現実逃避は不可

避であったと言える。このような Sterneの心理的過程が，無力感につな

がり， melancholyにつながってゆくてもあろうことは容易に察せられる。
タナトス

そして当然，無力感の彼方には絶対的な死がある。

David Thomsonは， Jou門ialはロマン派的な崩壊と傷痕の先がけを示

すその方法と，自己崩壊の悦惚の描写の故に革命的revolutionaryである

という評価を下していて，概ね妥当ではあるまいかと思われるが，さらに

Sterneの〈本質的な無力感） essential disabilityを指摘しているのは興

味深い。次がその一節である。

Above all, the Journal is revolutionary because of the way it四 ticipates

Romantic collapse and trauma and because of its rapturous description of dis-

integration. Sterne died apparently of consumption, and was treated only 

months beforehand for venereal disease, but the essential disability under which 

he lived was a morbid grasp of his own insubstantial identity.11~ 

Thomson の説は言いかえると，自己自身の虚妄の正体を病的につかんで

いた故に， Sterneには本質的な無力感があったというのである。恐らく

この説は Sterneの本質を問題にする時，最も強力な意見のーっとなるの
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ではないかと思われる。 Sterneの無力感は，外面的には先述したような，

現実的な失意と病気とから来ていると考えられるが，内面的には彼の自我

のとらえ難さ，手ごたえの無さ，つまり realityの欠如に対する予感から

生れて来ているのではなかろうか。このような Sterneにとって Elizaは，

自己の内に強い感情を起してくれる源泉なのである。 Elizaを思うと新し

い感情が流れ出すのが Sterneには感じられる。例えば4月15日の日記。

-Staid the whole evening at home-no pleasure or Interest in either Society or 

Diversions-What a change, my dear Girl, hast thou made in me! -but the 

Truth is, thou hast only turn’d the tide of my passions a new way-they flow, 

Eliza to thee and ebb from every other Object in this world.一（April15.) 

つまり，そのようにして彼の無力感が克服され，崩壊が支えられている。

ある時にはしかし， Sterneの虚妄な自我は，錯乱あるいは enthusiasmの

うちに，幽霊さえ見るに至る。 4月16日，彼は‘James'sPowder，という

発汗作用のある薬を飲んで，欝々とした状態でElizaの肖像画を眺めている。

そうしながら彼女とよく語ったユートピア Elysiumの到来を待ち望んでい

る。そこへ幻の女性 Cordeliaの幻影が入り込む。

I look forwards towards the Elysium we have so often and rapturously talk’d 

ofーCordelia’sSpirit will fly to tell thee in some sweet Slumber, the moment 

the door is opened for thee-and The Bramin of the Vally, shall follow the 

track wherever it leads him, to get to his Eliza, and invite her to his Cottage. 

(April 16.) 

しばしば彼は，Coxwouldから二マイルほど離れたシト一派の修道院の廃虚

Byland Abbeyへ夜の散歩に出ている。 6月12臼にはこの廃嘘へ，非在の

Elizaを伴っている。廃寺への夜の散歩が与えた幻想、の中の思いは次のよ

うである。

dear Enthusiasm! -thou bringst things forwards in a moment, which Time 

keeps for Ages back I have you ten times a day besides me I talk to You 

Eliza, for hours together-I take your Council-I hear your reasonsーIadmire 

you for them! -to this magic of a warm Mind, I owe all that’s worth living for, 

during this State of our Trialー（June12.) 

省毎
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そして，未知なる女性に宛てたとも考えられている 6月18日の手紙には，

Cordeliaの幻が，廃櫨の寺への夜の散歩に，他の普の尼僧たちの霊と一緒に

ついてきた様子が述べられていて， Sterneがいくらか狂的な幻想に心を

奪われてしまっているのが感じられる。しかしいつも思っているのは Eli~a

のことばかりで，幽霊の CordeliaもElizaへの橋渡しの役を負わされて

いる。

-poor, hapless Maid! cried I-Cordelia gently waved her head-it was enough 

-I turn’d the discourse to the object of my own disquietudes-I talk’d to her of 

<Lady••••••> my Bramine; I told her, how'kindly nature had formd you-how 
gentle-how wise-how good-Cordelia, (me thought) was touched with my de-

scription, and glowe insensibly, as sympathetic Spirits do, as I went on-This 

Sisterly kind Being with whose Idea I have inflamed your Love, Cordelia! has 

promised, that she will one night or other come in person, and in this sacred 

Asylum pay your Shade a sentimental Visit along with me-when? -when? said 

she, animated with desire-God knows, said I, pulling out my handkerchief & 

dropping tears faster白血Icould wipe them off－…（June 18.) U1l 

仮構の romanceは，例えば5月1日の日記に，かつての flirtationの対

象の一人‘Sheba' （恐らくはLadyW arkworthと推測されている）との

再会の様子が，洗練された軽妙な調子をもって fiction化されて，それが

Journeyの文体を予想させているという例があるが， Cordelia登場の場合，

その背景の道具立ては BylandAbbeyという廃寺であ・り，夜であり，足も

とのイバラ Bryars ( 6月12日の日記）であり，，Cordelia という Ghost

であって，これらがJournalの中に GothicRomanceに近い雰囲気を作り

あげる要素となっている。病苦と恋人の不在が生みだす非現実の世界に身

をゆだねている Sterneは，この時恐らく怪奇な幻想の中に自己にとって

のrealityを見つけようとしているのであり，そのことにおいて彼はロ

マン派の心情をも抱え込んでいるのである。このような部分に限らず，

Journalを読んでいるとわれわれは，この作者を単に理性の時代の人とか，

笑いの文学者といった概念でまとめることの不合理さを感じる。 Journal

.. 
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には笑いがない。た Jわずかに 4月24日の日記に，少し快復した Sterne

が， Elizaのために TristramShandyの中の「鼻物語」や「上下窓事件」

のことを話してやり，その後二人の医者を呼んで病状判定をして貰うとこ

ろで，「梅毒」であることをほのめかされ，「妻とは十五年間も同会してい

ないのですから」と反論する場面に，滑稽なくすぐりがあるくらいである。

恐らくは Sterne自らが，自己の identityを捉え難かったのであり，そ

れ故われわれは Sterneの本音を聞きとり難いのではあるまいか。彼は例

えば次のように，つねに現実から逃げ出し，追ってくるものをはぐらかし，

道化る。

-The truth is this-that my pen governs me-not me my pen. (19 Sept 1767)'1曲

これは直ちに TristramShandyの周り言葉を想起きせよう。（pen）とは

つまり〈書くこと〉であり，〈私〉を支配するものは書く行為そのものであ

って，〈私〉が書くことに対して，〈私〉は窮極的な責任は持てないという訳

である。しかし， Sterneの道化糟神を考慮に入れるとしても，ここには

なお自らを制御しがたく感じている一つの精神があると言えないであろう

か。身を僧職に置き，古典の教養も積み，且つ自意識のうちに醒めている

知的精神が，自己自身を測りがたいと思っている。彼は， Shandy Hall 

の人々がそうであるように，現実に対しては無力である。現実に対抗する

には彼の神経はあまりにも引き裂かれていた（闘のであろうか。その無力感

の故に，彼にとっては病気さえもが自分の存在を確証するための現実的な

手がかりとなる，といった心理的顛倒が起っている。 Sterneは死を間近

にした1768年 3月，或る婦人に宛て‘書く－＇ Iam ill-very ill-Yet 

I feel my Existence Strongly，と g~Journalにおいては，病気は錯乱にま

で進行することによって， Sterne自身は，死に近づき，崩壊に近づくが，

その中で一瞬彼はEliza一彼の‘secondself，である Elizaーの存在を確

かめることが出来，そうして始めて彼の心は平安を見つけ，和らぐように

見える。 Journαlの中では二三種の薬物（Sterneはその一つを飲んで死

ぬ思いをする）が使われているが， Sterneにとって Elizaとは或る時は
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鎮痛剤である一‘Soothme -calm me -pour thy healing Balm Eliza, 

into the sorest of hearts－.’（Julyll.）また或る時は感情の嵐の中で，

彼を崩壊からつなぎ止めてくれる錨である一‘inthis Storm of Passions, 

I have but one small anchor, Eliza! to keep this weak Vessel 

of mine from perishing.’（June 4.）そしてついには「第二の自分」‘my

second self’（June 21）とさえ認識される。そして Sterneはこうした様

々なイメージを与えてくれる「我が心の女性」‘Womanof my heart’ 
ユートピア

(July 5）と共に，現実をのがれたひそやかな理想郷で愛の Dramaを演ビ

てみたいと思う。一‘ereevery thing is ripe for our Drama -I shall 

work hard to fit out and decorate a little Theatre for us to act 

on -but not before a crouded house -no Eliza -it shall be as 

secluded as the elysian fields -retirement is the nurse of Love 

and kindness -and I will Woo and caress thee in it・・・' (July 5.）或

る日には Elizaのための部屋‘romanticApartments，を夢想し，部屋の

備品に至るまで驚くほど細かな配慮を行っている。（June29.）これらも

Sterneの妄想に他ならないが，彼はもはやreasonのうちにとどまること

をやめて，只管感情に惑溺しているように見える。 一‘and What is 

Wisdom to a foolish weak heart like mine！一Tislike the Song 

。fMelody to a Broken Spirit.’（June 9th.) 
しかし，やがてその惑溺を断念すべき時が近まっていた。

§4 

Journalー編は，概ね「我愛す，故に我あり」白11'amo ergo su刑’という

言わば〈惑溺の精神〉といったものによって書き続けられている。恐らくは

この精神も，所謂「洗練され高められた感情」という Sterneの Senti-

mentalismの中に入っていたに違いなし時代もまたこれを悪徳とはしな

かったのだが，後世に伝わった Sentimentalismは「精神」の方を抜かし

た「惑溺」だけだったのである。このJoumαJが問うている問題はしかし，
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エロス

結局，病苦と恋情による二つの狂気と〈書くこと〉の相魁である。 Elizaへ

の愛情と妻への不安と憎しみ，高熱を出しては不思議に依復し，次にはま

た悪化することをくり返しでいる彼の肉体，不知意の現実，そして近まる

死の予感…これらの卜ータルな現実が強いる感情の嵐と，それら負の価値

をfictionに転化させようとする Sterneの（pen）との相魁であるFしか
しこの相魁は，現実に処置すべき二つの事柄によって中断され，あるいは

さらに引き継がれてゆくことになる。一つは妻と娘の帰郷と，財産整理の

現実的手続きのためであり，今一つはA Sentimental Journey執筆専念

のためである。彼はJournalをあきらめる。ということは Elizaをあきら

める。 8月4日， f皮は‘onegeneral Account of all my sufferings，を，

Journalではなくもっと長い storyに一つまり A Sentimental Jou1・，iey

にー仕上げることを決意して Elizaに別れを告げる。（August4.) 

Journalから Journeyへの移行は，より本格的な literaryworkの創造

への移行であり， Journalの妄想から覚醒への移行であったと言えよう。

Sterneの肉体は死に近づいていたが，彼の前にはまだ手にすべき（pen)

があった。
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